
令和元年度 中⼤規模⽊造普及シンポジウム 事例報告会
サステナブル建築物等先導事業（⽊造先導型） 事業概要

1 プロジェクト名 学校法⼈成城学園 創⽴100周年記念 教育環境整備事業
成城学園初等学校 本校舎 建替⼯事

8 建物⽤途・規模 軒⾼︓11.58m、 ⾼さ︓13.53ｍ
階 数︓地上 2階、地下 1階

2 提案者
（＝建築主）

⽒名 学校法⼈成城学園 (うち補助対象部分) 地上2階 軒⾼︓7.57ｍ、⾼さ9.43ｍ
9 建築物の構造 ■軸組⼯法 □枠組壁⼯法 □CLTパネル⼯法

■その他の⼯法（RC造 ）
3 建設地 ※市町村までを明⽰

東京都世⽥⾕区祖師⾕
10 建築物の

防⽕性能
（建設地の地域区分）
□防⽕地域 ■準防⽕地域 □２２条区域 □その他地域

4 発表者 会社・所属 株式会社 ⽇建設計

（地域区分や建物⽤途・規模等により必要となる建築物の防⽕性能
等）⽒名 中⻄ 規夫

□耐⽕建築物 □準耐⽕建築物（60分） □準耐⽕建築物（45分）
■その他（ 準耐⽕建築物 ）5 採択年度、

採択⽇
平成30年度採択、採択⽇︓平成30年7⽉30⽇

6 竣⼯年度、
竣⼯⽇

令和元年度竣⼯、竣⼯⽇︓令和元年6⽉30⽇
（今回提案する建築物の防⽕性能等）

7 設計者・施⼯者
・技術の検証者

設計者︓ 株式会社 ⽇建設計 □耐⽕建築物 □準耐⽕建築物（60分） □準耐⽕建築物（45分）
■その他（ ロー１準耐⽕ ）施⼯者︓ 北野建設 株式会社

技術の検証者︓ 三井ホームコンポーネント（⽊屋根部分施⼯担当）、
⽇本⼯業⼤学、森林総合研究所（各種実験協⼒）

11 施⼯時の課題・⼯夫点について（※簡潔に記載ください）
・地組した２ｘ４⼀般流通材の合せ格⼦フレームを吊込む際、①事前に⼯場で取付てくるフ
レーム脚部取付⾦物は動かないため、そのアンカー現場位置確認と調整を⾏い精度を確保した、
②左右フレームのガセット接合の際、メス側をやや開き気味に嵌合接合し、接合具スクリュー
を１-２本づつ仮締めを実施、その後本締めとした。
・流通規格材を⽰す所定に印字されたスタンプや製造時の型番などを極⼒教室内に露出させな
いよう、メーカー⼯場でのフレーム組⽴の際の製作要領を作成し細⼼の注意喚起を⾏った。ま
た構造耐⼒担保のため、構成材料投⼊時に再度⽬視選別を実施、JAS甲種2級規格内でも安全
度を⾼めたい梁や接合部での節や割れを極⼒排除すべく⾒本で管理⽔準を⾼め、メーカー・施
⼯者と共に確認しながら品質担保を徹底した。

8 建物⽤途・規模 □事務所 □店舗 □共同住宅 ■学校 □幼稚園 □保育所 □体育
館（武道場） □集会場 □宿泊施設 □⽂化施設 □病院 □診療所
□特別養護⽼⼈ホーム □その他の福祉施設
□その他（ ）

敷地⾯積︓ 20,084.44㎡ 12 ⽊造化についての施主からの評価（※簡潔に記載ください）
⼦どもたちが⼀⽇の⼤半を過ごす教室内部で、仕上げ塗装をせず、無垢材を適材適所に⽣かし
た架構は⽊の⾹りが強く、また最⾼天⾼４．１ｍと⼀般的には⼦供向けのスケール感を逸脱し
た気積にも関わらず架構の奥⾏により「広すぎない」⼼地の良いスケール感を実現したことに
ついて⾼い評価をいただいている。構想時より校舎の⽊造化は施主、特に教員の悲願であった
ため、都⼼に求められる防⽕性能を担保しつつ、安⼼安全で⼼地よい⽊造空間を実現できたこ
とに満⾜頂いた。

建築⾯積︓ 2,791.90㎡ (申請部分）5,806.22㎡（全体）
延べ⾯積︓ 4,390.27㎡（申請部分）9,995.95㎡（全体）
(うち補助対象部分の⾯積︓ 1311.71 ㎡ （東棟）)



成城学園初等学校 本校舎 新築⼯事
規格製材とLVLガセットによる『合わせ格⼦フレーム構法』の開発

⽇建設計 構造設計G 中⻄ 規夫



都⼼郊外に残る、緑豊かな敷地の原⾵景を⽣かした学び舎
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新しいけど懐かしい
⾃然と、
こどもと、
親しむ⾵景
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・

図書のへや
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「遊び」「読書」「つながり」

⾒て・⾒られて学び合う
拡張する学びの場
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地獄⾕
（雑⽊林） 広場
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⼈と⼈のつながりを
強くする、
校舎同⼠も
つながってゆく
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６学年全教室が
ひとつ屋根の下にまとまった
2階の⽊造空間
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ずっといたくなる、
⼼地良い
ホームルーム
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規格製材とLVLガセットによる
『合わせ格⼦フレーム構法』の開発
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『合わせ格⼦フレーム構法』

2X4⼯法の厚み38mmの規格製材（JAS甲種2級品の流通品）を⽤いた2枚合せ梁と、
合せ梁間に⼀枚の柱や⼀枚の38mmのLVLガセットを介在することにより、
現し仕上げとする⽊造合わせ格⼦フレームの接合具開発設計
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⼆⾯せん断接合の開発
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接合部の考え⽅

流通して、経済的な
規格製材で全体を構成する

新規開発した⽊ねじで
⽊材間の⼒を伝達する

2枚分の⼒を１枚の
強度の⾼いLVLで伝達する
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新しく提案した⽊ねじを⽤いた2⾯せん断接合部

通常の半分の⽊ねじで同等の耐⼒を確保し、⽚⾯作業で⾏える⽣産性の⾼い⼆⾯せん断接合具を提案

在来⼀⾯せん断接合 今回の提案した⼆⾯せん断接合
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新規に開発した⽊ねじ（1）

線径5.2mmの冷間圧造⽤炭素鋼線材（JIS  G  3539  鋼線SWCH相当材）を素材とする構造⽤ねじ
⼆⾯せん断を考慮して、全材幅114ｍｍに対し全⻑110mm、先端から40mmまでのねじ部をねじ⼭径7.0mm、
⾕径4.7ｍｍの加⼯、以降のねじ頭部は胴径5.2ｍｍとした

4.7×1.1≒5.2

38×3＝114

＜形状＞＜接合状況＞
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新規に開発した⽊ねじ（2）

ねじ製造の最終段階で、通常硬度を上げるために⾏われる焼⼊れ熱処理を⾏なわないことで素材靭性を⾼めることに成功

＜靭性確保＞

在来の焼⼊れ処理した製品
メカニズム︓脆性なせん断破壊

開発した焼⼊れ処理しない製品
メカニズム︓靭性な曲げ降伏
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新規に開発した⽊ねじ（3）

構造ねじ接合具の終局形状は、何れの荷重－繊維⽅向⾓度の場合においても
同変形が⾒られ、接合具として⼗分な靭性を発現結果を看取（降伏モード４とみる）

＜繊維⽅向⾓度と試験体のバリエーション＞

＜試験体＞

⽊繊維⽅向
⺟材・側材共０°

⽊繊維⽅向
⺟材・側材共45°

⽊繊維⽅向
⺟材0° 側材90 °

Pmax (50%下限値)x2/3 Py (50%下限値) 
⼆⾯せん断（⽊繊維⽅向 ⺟材・側材共 ０°） 4753 3782
⼆⾯せん断（⽊繊維⽅向 ⺟材・側材共 45°） 3605 3017
⼆⾯せん断（⽊繊維⽅向 ⺟材0° 側材90 °） 3779 3142
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標準納まりの性能検証



17

格⼦架構の標準取り合い

柱・梁（LVLガセット無） 屋根⾓（LVLガセット有） 屋根⼀般部（LVLガセット有） ブレース（LVLガセット有）

以上の取り合いでほとんどの格⼦架構を作れる。
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接合部試験-試験結果(破壊性状) 解体後加⼒後

屋根⾓接合部

屋根⼀般部接合部
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接合部試験-試験結果

屋根⾓接合部 屋根⼀般部接合部
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試験体名 最⼤耐⼒(kN)
初期剛性

(kN/m㎡)
降伏耐⼒(kN) 終局耐⼒(kN) Ds

屋根⾓接合部 62.26 7.42 51.07 55.41 0.47
屋根⼀般部接合部 44.19 5.05 24.03 39.37 0.26

＊各試験体結果の平均値
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接合部試験-試験結果(破壊性状) 解体後加⼒後

ブレース接合部

ブレース
（⾼強度LVL）接合部
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接合部試験-試験結果

ブレース接合部 ブレース（⾼強度LVL）接合部

試験体名 最⼤耐⼒
(kN)

初期剛性
(kN/m㎡)

降伏耐⼒(kN) 終局耐⼒(kN) Ds

ブレース接合部 50.87 5.36 27.82 42.92 0.35
ブレース（⾼強度LVL）接合部 65.91 6.20 35.97 56.66 0.44

＊各試験体結果の平均値
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全体フレームの性能検証
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破壊試験（1）概要・結果

試験体中央の鉛直変異(mm)

総
荷

重
(k

N)

最⼤荷重121kN

安全率
3.8倍

想定積雪荷重32kN

⻑期荷重25kN
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破壊試験（2）メカニズム状況

斜材の接合部
付近の割れ

斜材の破壊 梁材の破壊

LVLガセット
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クリープ試験

荷重条件︓⻑期設計荷重の2倍
期間︓ 1年間
想定クリープ係数︓3弱
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施⼯性
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精度と作業性の優れた製作⼯程

ー荷度を確保するため、汎⽤性の⾼い冶具と各接合部のテンプレートを⽤いることができる
ー⽚⾯打ちのため、すべて上⾯から作業可能

＜作業性＞＜精度＞
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屋根の製作⼯程︓1段⽬

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット
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屋根の製作⼯程︓2段⽬

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット
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屋根の製作⼯程︓3段⽬

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット
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検査要領書︓⽋損に対する基準と検査シート
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現場搬⼊・地組・建⽅



33

ユニット化による効率的な現場作業︓搬⼊

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット

12m以下 12m以下
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ユニット化による効率的な現場作業︓地組後配置

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット
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ユニット化による効率的な現場作業︓⼆つのフレームを繋ぐ

: 柱材
: 梁材
: 斜材
:ガセット




